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ている (図7) 。北モンゴル、ノイン ・ウラ6号墳から出土した木製品の破片（図8）
を発見され、前輪と後輪に当たる部分が見られるために、鞍ではないかと思われる。
ミヌシンスク盆地にも約1世紀初期頃の木製鞍が発掘された。この数々な遺跡は匈奴
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　　品　名：大和鞍（別名：青貝入和鞍骨）　322 (雑美術工芸品-119)  
　　員　数： 1 背 
　　所　蔵：東京藝術大学大学美術館 









































































































































































            　　　　　（からすぼりきうるしぬりくら（所有者の呼称のまま）） 
　　　　　　員　数： 1 背 
　　　　　　所　蔵：馬の博物館（神奈川県横浜市） 
　　　　　　時　代：江戸時代 
　　　　　　品  質：木製漆塗蒔絵 













































































mm 山高 縁厚 鰐口 鰐口厚 鰐口深 馬挟 手先 総高
前輪 71 12 76 31 30 297 45 251
後輪 70 10 78 30 27 366 45 280
mm 長 前幅 中幅 後幅 力革穴長・幅








































































































































































































































































　　          菅野茂雄の収蔵品である江戸時代鞍の結び
図115　　　　　　　　 図116　　　　　　　　　　図117　　　　　　　　　図118　　　　　　　　　　　　　　     




















図119                                       図120                                   図121　 
























































工」 （図126）、室町時代（1500年）に書かれた「七十一番職人歌合絵巻」 　101 102
の四十五番右の鞍細工絵（図127）、江戸時代に東坊城和長、土佐光信の「職人尽











（Wikipedia）』 (2014/12/02 14:43 UTC 版)





























































































































居木 前輪 後輪 註記
馬鞍　第1号 カシ 散孔材 散孔材
馬鞍　第2号 カシ ムクノキ ムクノキ
馬鞍　第3号 カキ カキ カキ クロカキ
馬鞍　第4号 カキ カキ カキ クロカキ
馬鞍　第5号 カシ ヤマグワ ヤマグワ 前後輪の材は楸木に似（林）
馬鞍　第6号 カシ ヤマグワ ヤマグワ
馬鞍　第7号 カシ ムクノキ ムクノキ
馬鞍　第8号 カシ ムクノキ ムクノキ
馬鞍　第9号 カシ ムクノキ ムクノキ
馬鞍　第10号 カシ ヤマグワ ヤマグワ
!62
各種刻苧/木屎の差異
用途 今回鞍の模作 乾漆仏像用 漆素地用





































称 高上げ技法 黒蒔絵 錆上げ蒔絵 黒蒔絵 錆高蒔絵
工
程
金貝着せ 置目 置目 置目 置目
置目 蝋色漆で盛り上げ 下蒔き 炭粉下蒔き 炭粉下蒔き
金貝切抜き 描割り 錆描き 炭粉研ぎ 錆付け（3回）
錆付け 毛打ち 錆付け 摺漆固め 錆研ぎ
錆描き − 錆研ぎ 蝋色漆で描き塗り 炭粉上げ
錆付け（数回） − 肌塗り 研ぎ上げ 漆固め
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